
規

則

告

示

福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

福
島
県
規
則
第
十
三
号

福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則(

平
成
五
年
福
島
県
規
則
第
二
十
八
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

第
十
七
条
第
一
項
中

｢

に
よ
る｣

を

｢

の
規
定
に
よ
る｣

に
、

｢

よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

を

｢

よ
る
も
の
と
す
る｣

に
改
め
、
同
条
第
二
項
中｢

に
よ
る｣

を｢

の
規
定
に
よ
る｣

に
、｢

又
は
有

料
老
人
ホ
ー
ム
廃
止(

休
止)

届(

様
式
第
二
十
四
号)

に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い｣

を｢

に
よ
る

も
の
と
す
る｣

に
改
め
、
同
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

３

法
第
二
十
九
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
廃
止(

休
止)

届(

様
式
第

二
十
四
号)

に
よ
る
も
の
と
す
る
。

様
式
第
二
十
四
号
中｢廃

止
(休
止
)
し
た
の
で
｣

を｢廃
止
し
た
い
(休
止
し
た
い
)
の
で
｣

に
、

｢第
29条
第
２
項
｣

を｢第
29条
第
３
項
｣

に
、｢廃

止
(休
止
)
の
際
現
に
入
居
し
て
い
た
者
に
つ

い
て
と
っ
た
｣

を

｢現
に
入
居
し
て
い
る
者
に
対
す
る
｣

に
、

｢廃
止
(休
止
)
し
た
年
月
日
｣

を

｢廃
止
し
よ
う
(休
止
し
よ
う
)
と
す
る
年
月
日
｣

に
改
め
る
。

附

則

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
五
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

改
正
後
の
福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
第
十
七
条
第
三
項
及
び
様
式
第
二
十
四
号
の
規
定
は
、

こ
の
規
則
の
施
行
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
月
を
経
過
す
る
日
以
後
に
そ
の
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休

止
す
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者(

老
人
福
祉
法(

昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号)

第
二

十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
た
者
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。)

に
つ
い

て
適
用
し
、
同
日
前
に
そ
の
事
業
を
廃
止
し
、
又
は
休
止
し
た
有
料
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
者
に
つ
い

て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

(

高
齢
福
祉
課)

福
島
県
告
示
第
百
七
十
六
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

附
則
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
大
規
模
小
売
店
舗
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
変
更
の
届
出
が
あ
っ
た
。
な
お
、

当
該
届
出
及
び
法
第
六
条
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
条
第
二
項
に
規
定
す
る
添
付
書
類
を

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
年
七
月
十
七
日
ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま

ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
い
わ
き
地
方
振
興
局
企
画
商
工
部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
い
わ
き
市

商
工
観
光
部
商
工
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

い
わ
き
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

い
わ
き
市
中
央
台
飯
野
四
丁
目
一
番
地
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毎
週
火
・
金
曜
日
発
行(

当
日
が
休
日
に
当
た
る
と
き
は
、
休
日
の
翌
日)

目

次

規

則

○
福
島
県
老
人
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部

を
改
正
す
る
規
則

一
六
五

告

示

○
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
附
則
第
五
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
変
更
の
届
出
が

あ
っ
た
件

一
六
五

○
大
規
模
小
売
店
舗
の
変
更
の
届
出
に
つ

い
て
意
見
が
あ
っ
た
件

一
六
六

○
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
認
証
し
た

件
三
件

一
六
六

○
国
土
調
査
と
し
て
指
定
し
た
件

一
六
七

○
土
地
改
良
区
の
定
款
の
変
更
を
認
可
し

た
件

一
六
七

○
土
地
改
良
区
の
解
散
を
認
可
し
た
件

一
六
七

○
道
路
の
区
域
を
変
更
す
る
件

一
六
七

○
道
路
の
供
用
を
開
始
す
る
件

一
六
七

○
土
地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変

更
を
認
可
し
た
件

一
六
八

公

告

○
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
設
立
の
認
証

の
申
請
が
あ
っ
た
件
二
件

一
六
八

○
歯
科
技
工
士
試
験
の
合
格
者
を
公
告
す

る
件

一
六
八

○
争
議
行
為
を
行
う
旨
通
知
が
あ
っ
た
件

一
六
八

○
蚕
業
技
術
員
資
格
試
験
を
実
施
す
る
件

一
六
九

○
土
地
改
良
区
の
役
員
が
就
退
任
し
た
旨

届
出
が
あ
っ
た
件

一
六
九

○
宅
地
建
物
取
引
業
法
に
よ
り
業
務
の
停

止
処
分
を
し
た
件
二
件

一
七
〇

福
島
県
警
察
本
部

○
一
般
競
争
入
札
を
行
う
件

一
七
〇

福
島
県
人
事
委
員
会

○
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則

一
七
一

○
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の

一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
規
則

一
七
二



二

変
更
し
よ
う
と
す
る
事
項

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

(

変
更
前)

開
店
時
刻
午
前
九
時
、
閉
店
時
刻
午
後
十
時

(

変
更
後)

開
店
時
刻
午
前
八
時
、
閉
店
時
刻
翌
午
前
三
時

２

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(
変
更
前)

午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
十
時
三
十
分

(

変
更
後)
午
前
七
時
三
十
分
か
ら
翌
午
前
三
時
三
十
分

３

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

(

変
更
前)
午
前
四
時
か
ら
翌
午
前
一
時

(

変
更
後)

午
前
六
時
か
ら
翌
午
前
一
時

４

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

(

変
更
前)

一
万
四
千
八
百
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル

(

変
更
後)

一
万
四
千
三
百
五
十
九
平
方
メ
ー
ト
ル

三

変
更
し
よ
う
と
す
る
年
月
日

１

大
規
模
小
売
店
舗
に
お
い
て
小
売
業
を
行
う
者
の
開
店
時
刻
及
び
閉
店
時
刻

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

２

来
客
が
駐
車
場
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

３

荷
さ
ば
き
施
設
に
お
い
て
荷
さ
ば
き
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
時
間
帯

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日

４

大
規
模
小
売
店
舗
内
の
店
舗
面
積
の
合
計

平
成
二
十
一
年
十
一
月
六
日

四

届
出
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
五
日

五

届
出
を
し
た
者

株
式
会
社
長
崎
屋

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
百
七
十
七
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法(

平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下｢

法｣

と
い
う
。)

第
八
条
第
一

項
の
規
定
に
よ
り
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
及
び
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
な
お
、
当
該
意
見
を
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
同
年
四
月
十
七
日

ま
で
福
島
県
商
工
労
働
部
産
業
振
興
総
室
商
業
ま
ち
づ
く
り
課
、
福
島
県
相
双
地
方
振
興
局
企
画
商
工

部
地
域
づ
く
り
・
商
工
労
政
課
及
び
南
相
馬
市
経
済
部
商
工
労
政
課
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

意
見
の
対
象
と
な
っ
た
大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

(

仮
称)

南
相
馬
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

南
相
馬
市
原
町
区
大
木
戸
字
金
場
七
十
七
番
地
ほ

か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
南
相
馬
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

意
見
な
し
。

三

法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
述
べ
ら
れ
た
意
見
の
概
要

１

意
見
の
提
出
者

原
町
商
工
会
議
所

２

意
見
の
概
要

深
夜
二
十
四
時
ま
で
に
及
ぶ
ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
の
営
業
は
、
福
島
県
青
少
年
健
全
育
成
条
例
の

趣
旨
、
目
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
る
と
、
営
業
時
間
の
繰
上
げ(

二
十
一
時
三
十
分)

を
強
く
望
む
。

(

商
業
ま
ち
づ
く
り
課)

福
島
県
告
示
第
百
七
十
八
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
沼
郡
湯

川
村
の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

湯
川
村

二

成
果
の
名
称

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
堂
畑
及
び
三
川
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍
簿(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
七
十
九
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
東
白
川
郡

鮫
川
村
の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

鮫
川
村

二

成
果
の
名
称

東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
渡
瀬
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
河
沼
郡
湯

川
村
の
地
域
内
に
お
け
る
地
籍
調
査
の
成
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
認
証
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
っ
た
者
の
名
称

湯
川
村
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国
道
二
八
九
号

路

線

名

県
道
柳
津

昭
和
線

路
線
名

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
大
成

沢
字
ブ
ナ
山
一
〇
四
一
番

一
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
大
成

沢
字
谷
滝
一
三
四
番
地
先

ま
で

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
大
成

沢
字
ブ
ナ
山
一
〇
四
一
番

一
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
琵
琶

首
字
一
ノ
平
一
〇
四
八
番

一
地
先
ま
で

河
沼
郡
柳
津
町
大
字
大
成

沢
字
ブ
ナ
山
一
〇
四
一
番

一
地
先
か
ら

同

郡
同

町
大
字
琵
琶

首
字
一
ノ
平
一
〇
四
八
番

一
地
先
ま
で

区

間

東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
渡
瀬
字
青
生
野
三
三
九
番

三
地
先
か
ら

同

郡
同

村
大
字
渡
瀬
字
青
生
野
三
三
九
番

三
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

変
更
後

変
更
前

変
更
前
変

更
後
の
別

Ａ

五
・
〇
〜

二
二
・
〇

Ｂ

九
・
五
〜

四
二
・
〇

Ａ

五
・
〇
〜

二
二
・
〇

Ｂ

九
・
五
〜

四
二
・
〇

敷
地
の
幅
員

(

メ
ー
ト
ル)

平
成
二
一
年
三
月

一
九
日

供
用
開
始
の
期
日

一
、
四
三
五
・
五

二
、
〇
六
〇
・
〇

二
、
五
六
〇
・
〇

二
、
〇
六
〇
・
〇

延

長

(

メ
ー
ト
ル)

二

成
果
の
名
称

河
沼
郡
湯
川
村
大
字
三
川
の
一
部
の
地
域
に
係
る
地
籍
図
及
び
地
籍
簿

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
一
号

国
土
調
査
法(

昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
六
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
土
調
査
と

し
て
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

調
査
を
行
う
者
の
名
称

会
津
若
松
市

二

調
査
地
域

会
津
若
松
市
湊
町
大
字
赤
井
の
一
部

三

調
査
期
間

平
成
二
十
一
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
二
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)
第
三
十
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
柳
津
町

土
地
改
良
区
か
ら
平
成
二
十
一
年
二
月
二
十
三
日
付
け
で
申
請
の
あ
っ
た
定
款
の
変
更
に
つ
い
て
、
同

年
三
月
十
日
認
可
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
三
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
六
十
七
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
郡
山

市
赤
津
土
地
改
良
区
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
土
地
改
良
区
の
解
散
に
つ
い
て
、
平
成
二
十
一
年
三
月
十
日

認
可
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

農
村
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
四
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
県
道
に
つ
い

て
道
路
の
区
域
を
次
の
よ
う
に
変
更
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画

課
及
び
福
島
県
会
津
若
松
建
設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供

す
る
。平

成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
五
号

道
路
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号)

第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
道
路
の

供
用
を
開
始
す
る
。
そ
の
関
係
図
面
は
、
福
島
県
土
木
部
道
路
総
室
道
路
計
画
課
及
び
福
島
県
県
南
建

設
事
務
所
で
平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
か
ら
二
週
間
一
般
の
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平
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国
道
二
八
九
号

路

線

名

公

告
東
白
川
郡
鮫
川
村
大
字
渡
瀬
字
青
生
野
三
三
九
番

三
地
先
か
ら

同

郡
同

村
大
字
渡
瀬
字
青
生
野
三
三
九
番

三
地
先
ま
で

供

用

開

始

の

区

間

平
成
二
一
年
三
月

一
九
日

供
用
開
始
の
期
日

(

道
路
計
画
課)

福
島
県
告
示
第
百
八
十
六
号

土
地
区
画
整
理
法(

昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号)

第
三
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
区
画
整
理
組
合
の
事
業
計
画
の
変
更
を
次
の
と
お
り
認
可
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

土
地
区
画
整
理
組
合
の
名
称

会
津
若
松
市
五
月
町
土
地
区
画
整
理
組
合

二

事
務
所
の
所
在
地

会
津
若
松
市
橋
本
二
丁
目
二
番
三
十
四
号

三

設
立
認
可
の
年
月
日

平
成
四
年
九
月
八
日

四

変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
十
日

五

変
更
の
内
容

事
業
施
行
期
間

変
更
前

平
成
四
年
九
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日

変
更
後

平
成
四
年
九
月
八
日
か
ら
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

(

ま
ち
づ
く
り
推
進
課)

公
告
第
百
二
十
六
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
五
日

二

名
称

特
定
非
営
利
活
動
法
人
環
境
修
復
再
生
機
構

三

代
表
者
の
氏
名

落
合

良
二

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
福
島
市
中
町
二
番
九
号
Ｄ
ク
ラ
デ
ィ
ア
福
島
一
一
〇
三
号

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、｢

廃
棄
物
埋
立
地
・
場
所
を
環
境
汚
染
地
と
し
て
後
世
に
残
さ
な
い｣

、｢

埋
立

廃
棄
物
の
管
理
と
可
能
な
循
環
的
利
用
を
図
る｣

の
理
念
で
、
環
境
の
保
全
を
促
進
す
る
事
業
を
行

い
、
社
会
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
百
二
十
七
号

特
定
非
営
利
活
動
促
進
法(

平
成
十
年
法
律
第
七
号)

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
の
設
立
の
認
証
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

申
請
の
あ
っ
た
年
月
日

平
成
二
十
一
年
三
月
九
日

二

名
称

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ぱ
れ
っ
と

三

代
表
者
の
氏
名

皆
川

夏
樹

四

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

福
島
県
い
わ
き
市
郷
ヶ
丘
一
丁
目
二
十
三
番
地
の
十
八

五

定
款
に
記
載
さ
れ
た
目
的

こ
の
法
人
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
内
に
お
い
て
、
疾
患
な
い
し
障
害
を
抱
え
、
病
院
へ
の
通
院
が

困
難
で
、
在
宅
で
の
生
活
を
送
る
上
で
の
医
療
・
介
護
上
の
援
助
を
必
要
と
す
る
市
民
に
対
し
て
、

訪
問
看
護
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
在
宅
で
の
健
康
管
理
が
安
心
し
て
行
え
、
ひ
い
て
は
、
不
必
要

な
救
急
搬
送
や
入
院
の
数
を
減
ら
す
こ
と
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(

文
化
振
興
課)

公
告
第
百
二
十
八
号

平
成
二
十
一
年
福
島
県
歯
科
技
工
士
試
験
の
合
格
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

受
験
番
号

受
験
番
号

受
験
番
号

受
験
番
号

受
験
番
号

一

二

三

四

五

六

七

八

九

一
〇

一
一

一
二

一
三

一
四

一
五

一
六

一
七

一
八

一
九

二
〇

(

医
療
看
護
課)

公
告
第
百
二
十
九
号

労
働
関
係
調
整
法(

昭
和
二
十
一
年
法
律
第
二
十
五
号)

第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
福

島
県
医
療
労
働
組
合
連
合
会
執
行
委
員
長
斎
藤
富
春
か
ら
医
療
・
福
祉
労
働
者
の
大
幅
増
員
、
賃
金
と

雇
用
の
確
保
等
の
要
求
に
関
し
て
次
の
と
お
り
争
議
行
為
を
行
う
旨
平
成
二
十
一
年
三
月
九
日
付
け
で

通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日
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福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

日
時

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
六
日
か
ら
問
題
解
決
ま
で
の
期
間

二

場
所

大
原
綜
合
病
院
、
清
水
病
院
、
大
原
医
療
セ
ン
タ
ー
、
医
療
生
協
わ
た
り
病
院
、
生
協
い

い
の
診
療
所
、
医
療
生
協
ふ
れ
あ
い
ク
リ
ニ
ッ
ク
さ
く
ら
み
ず
、
訪
問
看
護
ほ
ほ
え
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
訪
問
看
護
や
ま
な
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
看
護
さ
く
ら
み
ず
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ほ
ほ
え
み
介
護
支
援
事
業
所
、
や
ま
な
み
介
護
支
援
事
業
所
、
桑
野
協
立
病
院
、
桑
野
訪
問

看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
郡
山
東
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
小
名
浜
生
協
病
院
、
小
名
浜
生

協
病
院
付
属
せ
い
き
ょ
う
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
か
も
め
、
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
セ
ン
タ
ー
虹
の
丘
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
岡
小
名
、
会
津
若
松
診
療
所
、
き
た
か
た

診
療
所
、
訪
問
看
護
な
な
い
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
訪
問
看
護
き
た
か
た
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
白

河
厚
生
総
合
病
院
、
白
河
厚
生
総
合
病
院
付
属
高
等
看
護
学
院
、
農
村
検
診
セ
ン
タ
ー
、
塙

厚
生
病
院
、
塙
厚
生
病
院
併
設
介
護
老
人
保
健
施
設
久
慈
の
郷
、
鹿
島
厚
生
病
院
、
鹿
島
厚

生
病
院
併
設
老
人
保
健
施
設
厚
寿
苑
、
双
葉
厚
生
病
院
、
高
田
厚
生
病
院
、
坂
下
厚
生
総
合

病
院
、
坂
下
厚
生
総
合
病
院
併
設
老
人
保
健
施
設
な
ご
み
、
厚
生
連
本
所
、
竹
田
綜
合
病
院
、

竹
田
に
こ
に
こ
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
竹
田
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
竹
田
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
、
竹
田
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
所
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
Ｔ
Ｒ

Ｙ
、
竹
田
ほ
ほ
え
み
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
竹
田
綜
合
病
院
附
属
芦
ノ
牧
温
泉
病
院
、

エ
ミ
ネ
ン
ス
芦
ノ
牧
、
山
鹿
ク
リ
ニ
ッ
ク
及
び
星
総
合
病
院
附
属
星
ケ
丘
病
院

三

概
要

ス
ト
ラ
イ
キ
を
含
む
争
議
行
為
を
随
時
行
う
。

(

雇
用
労
政
課)

公
告
第
百
三
十
号

福
島
県
蚕
業
技
術
員
登
録
条
例(

昭
和
三
十
二
年
福
島
県
条
例
第
六
十
五
号)

第
三
条
の
規
定
に
よ

り
、
平
成
二
十
年
度
福
島
県
蚕
業
技
術
員
資
格
試
験
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

試
験
期
日

平
成
二
十
一
年
三
月
三
十
日(

月)

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
正
午
ま
で

二

試
験
場
所

福
島
県
自
治
会
館
七
階
七
〇
二
会
議
室(

福
島
県
福
島
市
中
町
八
番
二
号)

三

受
験
手
続

試
験
を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
、
受
験
願
書
に
関
係
書
類
を
添
え
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
四

日(

火)

ま
で
に
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
。

四

合
格
発
表

試
験
合
格
者
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
一
年
四
月
十
日(

金)

ま
で
に
福
島
県
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
cm
s.pref.fukushim

a.jp/)

に
掲
載
し
て
発
表
す
る
と
と
も
に
合
格
者
に
通
知
す

る
。

五

そ
の
他

１

試
験
手
数
料
は
千
五
百
円
と
し
、
試
験
手
数
料
に
相
当
す
る
額
面
の
福
島
県
収
入
証
紙
を
受
験

願
書
に
は
っ
て
納
め
る
こ
と
。

２

試
験
に
つ
い
て
不
明
な
点
は
、
所
轄
の
福
島
県
農
林
事
務
所
農
業
振
興
普
及
部
農
業
振
興
課
又

は
福
島
県
農
林
水
産
部
生
産
流
通
総
室
園
芸
課
に
問
い
合
せ
る
こ
と
。

(

園

芸

課)

公
告
第
百
三
十
一
号

土
地
改
良
法(

昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号)

第
十
八
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の

と
お
り
土
地
改
良
区
の
役
員
が
退
任
し
、
及
び
就
任
し
た
旨
届
出
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

土
地
改
良
区
の
名
称

社
川
沿
岸
土
地
改
良
区

退
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

金
澤

昌
明

白
河
市
関
辺
石
田
一
五
八
番
地

同

齋
藤

一
郎

同

市
関
辺
川
前
七
番
地

同

滝
田

国
男

同

市
表
郷
深
渡
戸
字
森
前
八
六
番
地

同

鈴
木

一
弘

同

市
表
郷
金
山
字
藤
川
原
一
〇
番
地

同

小
貫

正
衞

同

市
表
郷
番
沢
字
松
上
三
四
番
地

同

滝
田

民
男

同

市
表
郷
深
渡
戸
字
森
前
六
三
番
地

同

藤
田

賢
一

同

市
表
郷
金
山
字
越
堀
一
三
番
地

同

�
路

正
吉

同

市
表
郷
三
森
字
下
道
下
一
一
番
地

同

鈴
木

誠
一

同

市
表
郷
小
松
字
日
向
一
六
〇
番
地

同

緑
川

好
一

同

市
表
郷
下
羽
原
字
吉
田
一
三
六
番
地

同

藤
田

幸
治

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
花
園
字
鹿
子
山
九
九
番
地
一

同

加
藤

幸
一

同

郡
同

町
大
字
棚
倉
字
日
向
前
一
七
番
地
五

同

菊
地

尚
平

同

郡
同

町
大
字
逆
川
字
屋
敷
一
八
番
地
一

同

松
本
多
喜
男

同

郡
同

町
大
字
玉
野
字
東
宅
地
六
四
番
地

同

近
藤

亥
市

同

郡
同

町
大
字
堤
字
羽
黒
東
八
番
地

同

長
谷
川
保
夫

同

郡
同

町
大
字
檜
木
字
若
林
二
六
番
地

同

近
藤

新
治

同

郡
同

町
大
字
一
色
字
太
夫
内
二
二
番
地

同

富
永

健
哉

石
川
郡
浅
川
町
大
字
太
田
輪
字
猪
窪
二
六
番
地
一

同

石
井

精
治

同

郡
同

町
大
字
浅
川
字
荒
町
四
七
番
地

同

八
木
沼
政
昭

同

郡
同

町
大
字
小
貫
字
新
屋
敷
一
四
番
地

監
事

佐
藤

勝
重

白
河
市
双
石
新
田
一
一
番
地

同

増
子

公
一

同

市
表
郷
高
木
字
上
宿
六
五
番
地

同

塩
田

成
生

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
福
井
字
宇
井
前
八
五
番
地

同

須
藤

茂

石
川
郡
浅
川
町
大
字
簑
輪
字
池
下
七
番
地

就
任
し
た
役
員

役
別

氏
名

住
所

理
事

鈴
木

和
夫

白
河
市
大
工
町
三
八
番
地
三
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福
島
県
警
察
本
部

同

齋
藤

一
郎

同

市
関
辺
川
前
七
番
地

同

小
林

兵
吉

同

市
関
辺
油
久
保
五
番
地

同

小
貫

正
衞

同

市
表
郷
番
沢
字
松
上
三
四
番
地

同

藤
田

賢
一

同

市
表
郷
金
山
字
越
堀
一
三
番
地

同

根
本

文
夫

同

市
表
郷
八
幡
字
石
前
七
番
地

同

増
子

公
一

同

市
表
郷
高
木
字
上
宿
六
五
番
地

同

和
知

隆
志

同

市
表
郷
堀
之
内
字
堀
ノ
内
一
八
八
番
地

同

小
松

美
好

同

市
表
郷
三
森
字
下
原
道
上
一
〇
番
地

同

緑
川

好
一

同

市
表
郷
下
羽
原
字
吉
田
一
三
六
番
地

同

藤
田

幸
治

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
花
園
字
鹿
子
山
九
九
番
地
一

同

加
藤

幸
一

同

郡
同

町
大
字
棚
倉
字
日
向
前
一
七
番
地
五

同

菊
地

尚
平

同

郡
同

町
大
字
逆
川
字
屋
敷
一
八
番
地
一

同

近
藤

亥
市

同

郡
同

町
大
字
堤
字
羽
黒
東
八
番
地

同

大
河
内
七
郎

同

郡
同

町
大
字
福
井
字
宇
井
前
四
四
番
地

同

松
本

庄
司

同

郡
同

町
大
字
玉
野
字
東
宅
地
一
九
番
地

同

藤
田

守

同

郡
同

町
大
字
檜
木
字
千
代
田
二
七
番
地
三

同

須
藤

一
夫

石
川
郡
浅
川
町
大
字
松
野
入
字
内
畑
一
七
一
番
地

同

大
河
内
憲
治

同

郡
同

町
大
字
太
田
輪
字
二
渡
二
三
番
地
の
二

同

須
藤

茂

同

郡
同

町
大
字
簑
輪
字
池
下
七
番
地

監
事

佐
藤

勝
重

白
河
市
双
石
新
田
一
一
番
地

同

藤
田

利
子

同

市
表
郷
金
山
字
菅
辻
九
七
番
地

同

近
藤

松
男

東
白
川
郡
棚
倉
町
大
字
一
色
字
カ
チ
ヤ
前
二
六
番
地

同

岡
部

壽

石
川
郡
浅
川
町
大
字
滝
輪
字
蔵
石
九
三
番
地

(

農
村
計
画
課)

公
告
第
百
三
十
二
号

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
業
務
の
停
止
処
分
を
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

被
処
分
者

有
限
会
社
大
富
建
設

所
在
地

福
島
市
大
森
字
高
田
九
番
地

免
許
番
号

福
島
県
知
事(

一)

第
二
六
五
七
号

二

処
分
の
種
類
及
び
期
間

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
四
月
五
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
業
務
の
全
部
の
停
止

三

処
分
理
由

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
に
該
当
す
る
た
め
。

(

建
築
指
導
課)

公
告
第
百
三
十
三
号

宅
地
建
物
取
引
業
法(

昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
七
十
六
号)

第
六
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
業
務
の
停
止
処
分
を
し
た
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
知
事

佐

藤

雄

平

一

被
処
分
者

松
長
不
動
産
商
会

所
在
地

会
津
若
松
市
館
脇
町
十
番
三
十
五
号

城
見
荘
一
号

免
許
番
号

福
島
県
知
事(

六)

第
五
〇
一
六
八
号

二

処
分
の
種
類
及
び
期
間

平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
か
ら
同
年
四
月
五
日
ま
で
の
十
四
日
間
の
業
務
の
全
部
の
停
止

三

処
分
理
由

宅
地
建
物
取
引
業
法
第
六
十
五
条
第
二
項
に
該
当
す
る
た
め
。

(

建
築
指
導
課)

福
島
県
警
察
本
部
公
告
第
２
７
号

当
直
等
で
使
用
す
る
寝
具
類
の
賃
貸
借
に
つ
い
て
､
次
の
と
お
り
一
般
競
争
入
札
を
行
う
の
で
､
地

方
自
治
法
施
行
令
(昭
和
22年

政
令
第
16号

｡
以
下
｢施
行
令
｣
と
い
う
｡
)
第
167条

の
６
第
１
項

及
び
福
島
県
財
務
規
則
(昭
和
39年

福
島
県
規
則
第
17号

｡
以
下
｢財
務
規
則
｣
と
い
う
｡
)
第
246

条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
告
す
る
｡

平
成
21年
３
月
17日

福
島
県
警
察
本
部
長
久
保
潤
二

１
入
札
に
付
す
る
事
項

�
借
入
物
品
の
名
称
及
び
予
定
数
量

当
直
等
で
使
用
す
る
寝
具
類

206,955組
(搬
入
､
交

換
､
回
収
等
を
含
む
｡
)

�
借
入
物
品
の
仕
様
等
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

�
借
入
期
間
平
成
21年
４
月
１
日
か
ら
平
成
22年
３
月
31日
ま
で

�
納
入
場
所
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

２
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
に
関
す
る
事
項

次
に
掲
げ
る
条
件
を
す
べ
て
満
足
し
て
い
る
者
で
あ
り
､
か
つ
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必

要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
施
行
令
第
167条

の
４
第
１
項
の
規
定
に
該
当
し
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
こ
の
公
告
の
日
か
ら
入
札
の
日
ま
で
の
間
に
福
島
県
か
ら
入
札
参
加
資
格
制
限
措
置
又
は
指
名

停
止
を
受
け
て
い
な
い
者
で
あ
る
こ
と
｡

�
入
札
説
明
書
に
定
め
る
仕
様
に
合
致
し
た
物
品
又
は
こ
れ
と
類
似
す
る
物
品
に
つ
い
て
､
貸
与

し
た
相
当
期
間
の
実
績
を
有
す
る
者
で
あ
る
こ
と
｡
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福
島
県
人
事
委
員
会

�
当
該
物
品
を
借
入
期
間
中
確
実
に
貸
与
で
き
る
者
で
あ
る
こ
と
｡

３
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
所
定
の
一
般
競
争
入
札
参
加
資
格
確
認
申
請
書
に
､
２
の
�
に

掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
証
明
で
き
る
書
類
を
添
付
し
て
､
平
成
21年
３
月
24日

(火
)
午
後
５
時
ま

で
に
次
に
掲
げ
る
場
所
に
提
出
し
､
当
該
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
確
認
を
受
け
る
こ

と
｡郵
便
番
号
960-8686

福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
２
番
16号

福
島
県
警
察
本
部
警
務
部
会
計
課
入
札
係

電
話
024-522-2151

４
契
約
条
項
を
示
す
場
所
等

�
契
約
条
項
を
示
す
場
所
､
入
札
説
明
書
の
交
付
場
所
及
び
問
い
合
わ
せ
先
３
に
掲
げ
る
場
所

に
同
じ
｡

�
入
札
及
び
開
札
の
日
時
及
び
場
所
平
成
21年
３
月
30日

(月
)
午
前
10時

福
島
県
警
察
本

部
入
札
室
(福
島
県
福
島
市
杉
妻
町
５
番
75号
)

�
そ
の
他
郵
便
に
よ
る
入
札
は
､
認
め
な
い
｡

５
入
札
保
証
金
及
び
契
約
保
証
金

�
入
札
保
証
金

入
札
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
､
入
札
金
額
の
100分

の
３
以
上
の
額
の
入
札

保
証
金
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
249条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て
は
､
入
札
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

�
契
約
保
証
金

落
札
者
は
､
契
約
金
額
の
100分

の
５
以
上
の
額
の
契
約
保
証
金
を
納
付
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
｡
た
だ
し
､
財
務
規
則
第
229条

第
１
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
､
契
約
保
証
金
の
全
部
又
は
一
部
の
納
付
を
免
除
す
る
｡

６
入
札
の
無
効

２
の
入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資
格
の
な
い
者
の
し
た
入
札
及
び
入
札
説
明
書
に
お
い
て
示

す
入
札
に
関
す
る
条
件
等
に
違
反
し
た
入
札
は
､
無
効
と
す
る
｡

７
入
札
の
効
力

本
件
入
札
は
､
そ
の
契
約
に
係
る
予
算
が
可
決
さ
れ
､
平
成
21年
４
月
１
日
以
降
で
予
算
の
執
行

が
可
能
と
な
っ
た
と
き
に
､
入
札
の
効
力
が
生
じ
る
｡

８
そ
の
他

�
入
札
方
法
入
札
書
に
は
､
当
直
等
で
使
用
す
る
寝
具
類
１
組
当
た
り
の
単
価
に
予
定
数
量
を

乗
じ
て
得
た
額
を
記
載
す
る
こ
と
｡

な
お
､
落
札
決
定
に
当
た
っ
て
は
､
入
札
書
に
記
載
さ
れ
た
金
額
を
も
っ
て
落
札
価
格
と
す
る

の
で
､
入
札
者
は
､
見
積
も
っ
た
契
約
希
望
金
額
(消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
額
を
含
む
金
額

で
､
当
該
金
額
に
１
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
そ
の
端
数
金
額
を
切
り
捨
て
た
も
の
)
を
入

札
書
に
記
載
す
る
こ
と
｡

�
落
札
者
の
決
定
方
法
予
定
価
格
の
制
限
の
範
囲
内
で
最
低
の
価
格
を
も
っ
て
有
効
な
入
札
を

行
っ
た
者
を
落
札
者
と
す
る
｡

�
契
約
書
作
成
の
要
否
要

�
そ
の
他
詳
細
は
､
入
札
説
明
書
に
よ
る
｡

(会
計
課
)

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
四
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則(

昭
和
三
十
五
年
福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
七
号)

の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
五
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

別
表
第
五(

第
二
十
八
条
関
係)

特

地

公

署

名

級
別
区
分

福
島
県
立
只
見
高
等
学
校

二
級
地

福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署
昭
和
駐
在
所

二
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
只
見
駐
在
所

二
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
明
和
駐
在
所

二
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
朝
日
駐
在
所

二
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
檜
枝
岐
臨
時
派
出
所

二
級
地

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
畜
産
研
究
所
沼
尻
分
場

一
級
地

福
島
県
山
口
土
木
事
務
所

一
級
地

福
島
県
立
川
口
高
等
学
校

一
級
地

福
島
県
立
南
会
津
高
等
学
校

一
級
地

福
島
県
須
賀
川
警
察
署
湯
本
駐
在
所

一
級
地
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福
島
県
喜
多
方
警
察
署
奥
川
駐
在
所

一
級
地

福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署
横
田
駐
在
所

一
級
地

福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署
金
山
駐
在
所

一
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
伊
南
駐
在
所

一
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
南
郷
駐
在
所

一
級
地

福
島
県
南
会
津
警
察
署
舘
岩
駐
在
所

一
級
地

別
表
第
六
中｢

福
島
県
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所｣

を｢

福
島
県
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所

に
、｢

福

福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所

｣

福

島
県
猪
苗
代
警
察
署
裏
磐
梯
駐
在
所

を｢

福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署
西
山
駐
在
所

に
改
め
る
。

島
県
会
津
坂
下
警
察
署
西
山
駐
在
所｣

福
島
県
会
津
坂
下
警
察
署
三
島
駐
在
所｣

附

則

(

施
行
期
日)

１

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
五
の
改
正
規

定(

福
島
県
立
只
見
高
等
学
校
の
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。)
及
び
別
表
第
六
の
改
正
規
定(

｢

福

島
県
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所｣

を｢

福
島
県
真
野
ダ
ム
管
理
事
務
所

に
改
め
る
部
分
に
限
る
。)

福
島
県
宮
下
土
木
事
務
所

｣

は
、
同
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
に
関
す
る
経
過
措
置)

２

こ
の
規
則
の
施
行
の
日(

以
下｢

施
行
日｣

と
い
う
。)

の
前
日
に
お
い
て
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例(

昭
和
二
十
六
年
福
島
県
条
例
第
九
号)

第
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
人
事
委
員

会
が
指
定
す
る
公
署(

以
下｢

準
特
地
公
署｣

と
い
う
。)

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
た
公
署
で
施
行

日
に
お
い
て
準
特
地
公
署
と
し
て
指
定
さ
れ
な
い
こ
と
と
な
る
も
の
は
、
施
行
日
の
前
日
に
当
該
準

特
地
公
署
に
勤
務
す
る
職
員
で
施
行
日
以
後
そ
の
公
署
に
引
き
続
き
勤
務
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

(

施
行
日
の
前
日
に
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
支
給
を
受
け
て
い
た
も
の
に
限
る
。
以
下

｢

継
続
準
特
地
勤
務
職
員｣

と
い
う
。)

に
係
る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
支
給
に
つ
い
て

は
、
施
行
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間(

そ
の
期
間
内
に
当
該
公
署
が
準
特
地

公
署
に
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま

で
の
間)

、
準
特
地
公
署
と
み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
継
続
準
特
地
勤
務
職
員
に
係
る
特
地

勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額
は
、
改
正
後
の
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
第
二
十
八
条

の
三
及
び
第
二
十
八
条
の
四
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
改
正
前
の
職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規

則(

以
下｢

改
正
前
の
規
則｣

と
い
う
。)

第
二
十
八
条
の
三
及
び
第
二
十
八
条
の
四
の
規
定
に
よ

る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額(

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
改
正
前
の
規

則
第
二
十
八
条
の
三
第
二
項
中｢

受
け
て
い
た
給
料｣

を｢

受
け
て
い
た
給
料
の
月
額(

職
員
の
勤

務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例(

平
成
七
年
福
島
県
条
例
第
四
号)

第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る

育
児
短
時
間
勤
務
職
員
等
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
額
に
同
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
ら
れ
た
そ
の
者
の
勤

務
時
間
を
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
務
時
間
で
除
し
て
得
た
数
を
乗
じ
て
得
た
額)

｣

と
読
み
替

え
て
改
正
前
の
規
則
第
二
十
八
条
の
三
及
び
第
二
十
八
条
の
四
の
規
定
を
適
用
し
た
と
き
に
得
ら
れ

る
特
地
勤
務
手
当
に
準
ず
る
手
当
の
月
額)

に
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
期
間
の
区
分
に
応
じ
、
当
該

各
号
に
定
め
る
割
合
を
乗
じ
て
得
た
額(

当
該
額
に
一
円
未
満
の
端
数
が
あ
る
と
き
は
、
当
該
端
数

を
切
り
捨
て
た
額)

と
す
る
。

一

施
行
日
か
ら
平
成
二
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
分
の
百

二

平
成
二
十
三
年
四
月
一
日
か
ら
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

百
分
の
五
十

(

委
任)

３

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
人
事
委
員
会
が
定
め

る
。

(

採
用
給
与
課)

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に

公
布
す
る
。

平
成
二
十
一
年
三
月
十
七
日

福
島
県
人
事
委
員
会

委
員
長

新

城

希

子

福
島
県
人
事
委
員
会
規
則
第
五
号

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規

則

職
員
の
給
与
の
支
給
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則(

平
成
十
八
年
福
島
県
人
事
委
員
会

規
則
第
三
号)

の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

附
則
第
四
項
中｢

ま
で
の
間｣

の
下
に｢

(

そ
の
期
間
内
に
当
該
公
署
が
準
特
地
公
署
に
該
当
す
る

こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
前
日
ま
で
の
間)

｣

を
加
え

る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
一
年
三
月
二
十
七
日
か
ら
施
行
す
る
。

(

採
用
給
与
課)
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